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改定基準（案）
現行基準

1

Ⅰ共通編 Ⅱ山岳工法編

第１編 総則 第１章 総則 第１章 総則

１．総則

1-1 目的

1-2 適用の範囲

1-3 用語の定義

第２編 計画・調査

１．計画

1-1 計画一般

1-2 構造規格

1-3 トンネル位置の選定

２．調査

2-1 調査一般

2-2 調査の種類
2-2 既往資料の収集

2-3 地形図の作成

2-4 地形・地質調査

2-5 気象調査

2-6 環境調査

2-7 施工条件調査

2-8 関係法令などに関する調査

第２章 調査 第２章 調査

2-1 調査一般 2-1 調査一般

1-1 適用の範囲 1-1 適用の範囲

1-3 用語の定義 1-2 用語の定義

第３章 計画へ

2-3 立地条件の調査

2-4 地山条件の調査

2-5 使用材料の調査

削除

第２編 計画・調査 第３章 計画 第３章 計画

１．計画

1-1 計画一般

1-2 構造規格

1-3 トンネル位置の選定

3-1 計画一般

3-2 トンネルの位置

3-2 トンネル工法

3-1 計画一般

削除

第３編 設計 2.線形設計

第３編 設計 3.断面の設計

1-2 計画，設計及び施工の基本

2-6 施工条件の調査

2-7 維持管理条件の調査

3-3 トンネルの平面線形

3-4 トンネルの縦断線形

3-5 トンネルに接続する道路の線形等

3-6 トンネルに必要となる内部空間

2-2 地形図の作成

目次構成の再編（案）



改定基準（案）
現行基準

2

Ⅰ共通編 Ⅱ山岳工法編

4-1 材料一般

第４章 材料

4-2 鋼材

4-3 コンクリート

第３編 設計 第５章 設計 第４章 設計

１．概説

1-1 設計一般

1-2 地山分類

5-1 トンネルの設計 4-1 設計一般

4-2 地山分類
5-2 トンネルの重要度

5-3 設計供用期間

5-4 トンネルの性能

5-4-1 トンネルの性能

5-4-2 基本性能

5-4-3 耐久性能

5-6 限界状態

5-5 設計状況

5-5-1 作用

5-5-2 設計状況

5-8 設計上の配慮事項

5-7 基本性能の照査

5-1-1 設計の基本理念

5-1-2 設計一般

目次構成の再編（案）

5-4-4 その他の性能



改定基準（案）
現行基準

3

Ⅰ共通編 Ⅱ山岳工法編

３．断面の設計

3-1 内空断面

3-2 掘削断面

４．支保構造の設計

4-1 支保構造一般

4-2 標準的な支保構造の組合せ

4-3 吹付けコンクリート

4-4 ロックボルト

4-5 鋼アーチ支保工

第３章 計画 3-3 断面計画へ

4-3 断面の設計

4-3-1 内空断面

4-3-2 掘削断面

4-6 覆工

4-4 支保構造等の設計

4-4-1 支保構造等一般

4-4-2 支保工の設計

4-4-2-1 支保工一般

4-4-2-2 吹付けコンクリート

4-4-2-3 ロックボルト

4-4-2-4 鋼アーチ支保工

4-4-3 覆工の設計

4-4-4 インバートの設計

4-4-5 補助工法の設計

4-5 防水工・排水工の設計

4-5-1 防水工・排水工一般

4-5-2 防水工

4-5-3 排水工

５．防水工・排水工

5-1 防水工・排水工一般

5-2 防水工

5-3 排水工

６．坑口の設計

6-1 坑口部の設計

6-2 坑門の設計

4-6 坑口部・坑門の設計

4-6-1 坑口部

4-6-2 坑門

７．その他の構造物の設計

7-1 内装

4-7 その他の構造の設計

4-7-1 内装工

4-7-2 トンネル内舗装

7-6 トンネル内舗装

4-4-2-5 インバート支保工

目次構成の再編（案）



改定基準（案）
現行基準

4

Ⅰ共通編 Ⅱ山岳工法編

7-2 換気ダクト

7-3 箱抜き等

7-4 トンネル拡幅部・交差部

7-5 地下換気所・立坑及び斜坑

4-8 断面形状等が特殊な箇所

4-8-1 断面形状等が特殊な箇所一般

4-8-3 避難連絡坑等との接続部

4-8-4 大型の諸設備を設置する箇所

4-8-5 立坑及び斜坑

８．矢板工法

4-8-2 非常駐車帯の拡幅部又はその他の
特に大きな断面となる箇所

4-8-6 地下換気所

削除

第４編 施工 第６章 施工 第５章 施工

１．概説

1-1 施工一般

1-2 設計の変更 6-2 施工上の配慮事項

6-1 施工一般 5-1 施工一般

２．施工管理

2-1 施工計画

2-2 安全管理

2-3 環境保全

5-11 施工管理へ

5-2 施工計画

３．掘削

3-1 掘削一般

5-3 掘削

5-3-1 掘削一般

3-2 掘削方式 5-3-2 掘削工法

3-3 掘削工法 5-3-3 掘削方式

3-4 爆破掘削 5-3-4 ずり処理

3-5 機械掘削 5-3-5 工事中の排水

3-6 ずり処理

3-7 工事中の排水

目次構成の再編（案）

4-9 既設構造物等との近接箇所

4-10 不良地山

4-11 地震の影響を受けやすいと考えられる特
殊条件

9-1 不良地山の施工



改定基準（案）
現行基準

5

Ⅰ共通編 Ⅱ山岳工法編

４．支保工

4-1 支保工一般

5-4 支保工の施工

5-4-1 支保工一般

4-2 吹付けコンクリート 5-4-2 吹付けコンクリート

4-3 ロックボルト 5-4-3 ロックボルト

4-4 鋼アーチ支保工 5-4-4 鋼アーチ支保工

4-5 変状対策 5-4-5 インバート支保工

５．覆工

5-1 覆工一般

5-5 覆工の施工

5-5-1 覆工一般

5-2 型枠の形式及び構造 5-5-4 型枠の形式及び構造

5-3 型枠の据付

5-4 コンクリートの現場配合 5-5-6 コンクリートの現場配合

5-5 コンクリートの運搬及び打設 5-5-7 コンクリートの運搬及び打設

5-7 型枠の取外し

5-5-8 養生

5-6 インバート 5-5-9 型枠の取外し

６．補助工法 5-7 補助工法の施工

７．防水工・排水工

7-1 防水工

5-8 防水工・排水工の施工

5-8-2 防水工

7-2 排水工 5-8-3 排水工

9.不良地山の施工

８．坑口部の施工 5-9 坑口部・坑門の施工

5-5-5 型枠の据付

5-4-6 変状対策

5-5-2 構築時期

5-5-3 構築方法

5-6 インバートの施工

5-6-1 インバート一般

5-6-2 掘削時期及び構築時期

5-6-3 構築方法

5-6-4 インバートコンクリートの打設

5-8-1 防水工・排水工一般

目次構成の再編（案）



改定基準（案）
現行基準

6

Ⅰ共通編 Ⅱ山岳工法編

９．不良地山の施工

9-1 不良地山の施工

9-2 特殊工法

10．地下換気所・立坑及び斜坑

10-1 地下換気所・立坑及び斜坑一般

10-2 地下換気所

10-3 立坑

10-4 斜坑

5-10 断面形状等が特殊な箇所

5-10-2 非常駐車帯の拡幅部又はその他
の特に大きな断面となる箇所

5-10-3 避難連絡坑等との接続部

5-10-4 大型の諸設備を設置する箇所

5-11 既設構造物等との近接箇所

5-10-6 斜坑

削除

11-1 施工管理一般

5-13 施工管理

5-13-1 施工管理一般

5-13-2 工程管理

5-13-3 品質管理

5-13-5 安全管理

5-13-6 観察・計測

5-13-7 周辺環境へ及ぼす影響に係る管理

11-2 工程管理

11-3 品質管理

11．施工管理

11-4 観察・計測

11-5 測量

2.施工計画 2-2 安全管理

2.施工計画 2-3 環境保全

8-1 記録

第8章 記録12．矢板工法 削除

第５編 維持・修繕 削除

5-10-7 地下換気所

7-1 附属物・付属施設

第7章 附属物・付属施設

5-10-1 断面形状等が特殊な箇所一般

目次構成の再編（案）

5-10-5 立坑

5-13-4 出来形管理

第6章 記録

6-1 記録

5-12 不良地山


